
No.３１１４
東京の宝島、海抜０mから天空の楽園
神 津 島 天 上 山
実施日 2023年5月19日(金)～21日(日)
天 候 1･2目 雨／3日目 晴れ
リーダー 阿部 みゆき
参加者 若村勝昭、石附智江、遠井謙策、

中村友子、宇野輝代、徳山敬子、
峯川弘子、阿部みゆき 計８名

費 用 高速船（ネット割）18,390円、
600円、宿泊費21,000円

タイム ５/19 雨天のためバス車窓か
ら赤崎遊歩道～名組ト
ロッコ跡見学～温泉保
養センターにて休憩

５/20 荒天により登山中止、
代替案として神津島灯
台ハイキングコースへ
（ありま展望台～ジュ
リアの十字架～神津島
灯台～千両池）

５/21 宿出発(5:45 )黒島
登山口(6:05)山頂10合
目(6:50)オロシャの石
塁･千代池(7 :0 5 )砂漠
分岐(7:36)最高地点57
2m･食事(8:25)黒島10
合目 (９ : 25 )黒島登山
口(10:10)宿着(10:50)
＊時間が限られているた
め頂上ピストンに変更

５/19 竹芝客船ターミナルから高速
船に乗り、大島、利島、新島、式根
島、を経て終点の神津港へ到着。
各自昼食をとり村内バスにて観光へ
出発までは計画通りでしたが途中、
予報通りの雨に見舞われバスを下車し
ての観光は諦め温泉保養センターにて

長旅の疲れを癒すこ
とに努めました。
５/20 朝から天候は
大荒れ、雨はやんだも
のの上は台風並みの
強風だとか？
明 日 こ そ は 晴 れ る
と い う 宿 の ご 主 人
の 言 葉 を 信 じ 最 終
日 に 望 み を 繋 ぎ つ

つ今日は予定を変更して神津島灯
台ハイキングコースを巡ることに
しました。
集落を見下ろす小高い丘の上が「あ
りま展望台、ジュリアの十字架」で
さらに奥に進んでいくと断崖絶壁の
平らな大地に「神津島灯台」眼下の
深い入り江に秘境と云われる「千

両池」が横たわ
っています。
透明度にプラス、
限りなくコバル
トブルーに近い
海の蒼さは息を
のむほど美しく
ここが東京とい

うことを忘れてしまうほどです。
5/21 昨日とは打って変わって穏や
かな朝を迎えました。各自準備を
整えて宿のご主人に登山口まで送
って頂き期待に胸を膨らませて出
発しました。
標識はとても分かりやすく山頂１
合目から 10合目まで順番に設置さ
れていて振り返ると前浜の集落と
港を眼下に望むことができます。
さらに高度を上げると昨日のコー
スの全貌が見えて歓声が上がりま
した。
山 頂 1 0 合 目 か ら
は 熱 帯 雨 林 を 思 わ
せ る ジ ャ ン グ ル の
中 を し ば ら く 歩 く
と や が て 分 岐 に 、
山 頂 は 平 坦 な 地 形
と 思 っ て ま し た が
実 際 は 小 さ な ピ ー
クが 40ほ ど ある の
だ そ う で と て も 標
高 5 0 0 ㍍ の 山 に は
見えません。そしてついに、最高
57 2m登 頂 ！ そ れ を祝 福 する かの
ように山頂付近のガスは消えてな
くなり素晴らしい景色を堪能する
ことができました。
帰りはよっちゃーれセンターにて
登頂の成功をお祝いして神津島を
後にしました。
今回参加された皆さま、お疲れさ
までした。どうも有難うございま
した。

（記：阿部 みゆき）
（写真提供・遠井謙策／峯川弘子）


